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１．研究計画の概要 
本研究は、（１）観世文庫が所蔵する能楽関
係文献資料をマイクロフィルムに撮影・保存
したうえでこれをデジタル画像化し、（２）
デジタル画像データを書誌情報と統合した
うえでWEBデータベースとして公開すると
ともに、（３）解題目録を作成することで、
今後の能楽研究の発展の基礎を築くことを
目的とする。 
 
（１） 資料撮影 
18～20 年度。選定業者に委託して観世文庫
の文献資料をモノクロ・マイクロフィルムに
撮影・保存し、フィルム・スキャニングによ
りデジタル画像化する。ただし、重要資料は
先にデジタル・カラー撮影し、これをフィル
ムに焼き付ける方法を取り、カラー画像を用
意する。撮影の準備作業として、全資料の丁
数ほか基礎書誌の確認作業をおこなう。 
 
（２） データベース構築・公開 
18～21 年度。従前の書誌データベースに、
（１）の書誌調査及び（３）の解題作成によ
って得られた書誌情報を追加し、観世文庫所
蔵文献資料全体にわたる包括的な書誌デー
タベースを構築する。さらに、（１）の資料
撮影で得られた資料のデジタル画像をこれ
と統合し、WEB データベースとして公開す
る。 
 
（３） 解題目録作成 
20～21年度。（１）の資料撮影によって得ら
れた資料のデジタル画像を研究分担者・協力
者に配布し、各自のパソコンモニター上でこ
れを解読して解題を執筆する。最終的に全資

料の解題情報を（２）のデータベースに統合
したうえで、これをもとに冊子体の解題目録
も作成する。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）一部の貴重資料をのぞき、ほぼ全資料
の撮影を終了し、観世文庫所蔵文献資料の全
体にわたるマイクロフィルムとデジタル画
像データが作成された。これにともない、所
蔵資料の基礎書誌が得られ、また資料の保存
状況も改善された。 
 
（２）書誌データベースは（１）の基礎書誌
調査のフィードバックにより、大枠が完成し
た。その後の解題調査の結果も随時フィード
バックされ、20年度終了時点で全 5966点の
所蔵資料中、2711点までの解題情報が追加さ
れている。 
 
（３）上述のとおり、全資料のほぼ半分にあ
たる 2711 点の解題が作成された。モニター
上では判読できない情報もあることが判明
したため、当初計画にはなかった原本調査を
観世文庫において 4回実施した。これらを通
じて、解題の凡例に関する書誌学的な議論を
積み上げ、解題目録の形式を確定することが
できた。 
 
 
３．現在までの達成度 
③やや遅れている。 
（理由） 
観世家よりたびたび新出資料が発見された
り、基礎書誌の確認作業の結果、撮影コマ数
が計画策定時の想定をはるかに超えること
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が判明したりする等の事情で、19年度前半で
終了すると見込んでいた資料撮影が計画全
体の後半にまでずれこんだ。そのため、デー
タベース構築と解題作成の作業に取りかか
る時期が遅くなり、当初計画では 20 年度中
に終了するはずだったが、21年 10月頃まで
かかる見込みである。 
 
４．今後の研究の推進方策 
（１）データベース構築と解題目録 
上述のとおり、当初計画よりも遅れているた
め、研究分担者の数を増やす（高橋悠介）、
原本調査の開催密度を増やす（8 月までに 3
回）などの方策で、10月までの解題基礎稿の
集成と、データベース暫定版の公開を目標と
し、年度内での完成を目指す。 
 
（２）展覧会の実施 
研究成果のアウトリーチの観点から、10月か
ら11月頃に東京大学駒場博物館において「観
世家のアーカイブ――世阿弥直筆本と能楽
テクストの世界」（仮称）と題した展覧会を
おこなう。あわせて研究成果をふまえたシン
ポジウムを開催する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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